
（単位：名）

〇参加者　９名

１．参加者と話してみて、特に印象に残った意見はありましたか？

移住者の意見

・仕方なく来たけど住んでいたら好きになり、もうよそへはいきたくない。

・家賃は安いけど、公共料金や物価が高いので結局一緒だった。

・地元に何かの縁があって移住された方が多かった。

・自衛隊や海保の若い人がいるのに活用できていない。JR・はまループ・飛行機（ANA）の

　接続が良くない。観光客が便利に使えるようにすれば利用者は増える。

・U・Iターン対象の企業があるといい。

・住民票がいつでも取れるように、前に住んでいた所はコンビニで取れた。定期借地権の利用

　もあるが、土地が安い。しかし建物はそう変わらない。自衛隊・海保の職員をもっと利用。

・移住者の方の生のハナシが聞けてたいへん良かったと思います（都会にないものをアピール

　する）等。地元に長く住んでいる私達とは又違った意見がたくさん出て、とても参考になり

　ました。

・文化の事業が少ない。いろいろな情報が入るのが遅い。（特に地域の事）

・アピールする機会が少ない。家賃が高い。

・自衛隊も貴重な資源として活用したら良いということ。

・やはり仕事が一番大切な要素（移住に関して）だということ。

・「何もない」が逆によい。→ストレスが少なく、非常に住みやすい。

・自衛隊員、若者がストレスを発散できる食事所が少ない。

委員や大学生の意見

・すぐ近くの島大に通い松江に住んでいても境港に行こうとは思わないし、行く機会がない。

・何かをする為に移住する方が何人か居られた事は今後の参考になるように思う。

・お酒を飲みに出かけにくい。はまループの終わりが早いから。

・災害が少ないので、南海トラフのこともあるので移住のPRをしたらいい。

・働く場が少ない。大学でこちらに来ても地元や県外に出てしまう。

・若い時は一度は外（県外）に出て帰って来られる町を。

・鬼太郎以外の魅力がない。

・土地の整備がされていない。市をもっとアピールする方法を考える。

・活気のある来たくなる町。今あるものを活用したまちづくり。

・新しくできた食べ物屋を、もっと早く口コミが広がるように。

ワークショップ参加者（委員）アンケート集計結果



２．境港市へU・Iターンする人を増やすにはどのようなことが必要だと考えますか？

・今回出た意見や不満を聞いて、改善点を見つけて予算をとって変えていかないと人は増え

　ないと思う。

・境港の良い点や良くする要因も沢山有る様に感じました。これ等のPR方法を考える事で

　かなりの呼び込みが出来るのではないかと思います。

・自衛隊・海保とのまちコン開催（定住をうながす）。

・企業の誘致、児童館の開設（公民館使う？）して放課後、土日でも通える、子ども・親の

　交流の場―子育てしやすいPR。JRとのリンクを良くしてはまループを使いやすく。

・町をもっと明るく、楽しい町づくりを。若い人にもっと住みやすい町づくり。

・災害が少ない、ストレスを感じさせるものが少ないことをもっとPR。

・Iターンを増やすには働き口、そして若者が生活せざるを得ない大学・短大・専門学校の

　誘致。

・住む家とかの問題もでておりましたので、空家・空地の提供とか具体的な施策があればと

　思いました。（少数ですがアパートの家賃が高い）。

・住まいの手配。事業起こしに助成をする。

・仕事の心配を取り除くことが一番だと感じた。「起業がしやすいのでは」という意見が

　あったので、起業したい人にはその助けを。就職したい人には様々な種類の仕事を。

・新卒でなくても働ける環境が必要だと感じた。

・夕日ヶ丘をはじめとした（密集）住宅地に、公民館や幼児預所をつくる。

３．そのほか全体を通しての感想や意見があれば教えてください。

・境港の良いところ悪いところ、いろいろ聞けて良かった。

・まだ他にもU・Iターンの人が沢山おられるので普段から気づいた時いろいろ聞いてみたい。

・会を重ねる事で良い意見も沢山出るように思います。これからが楽しみなワークショップ

　でした。

・自衛隊員の印象が良い千歳・那覇・小松に視察に行きましょう。

・何でもありすぎる都会はストレスが多い→その通り！東京から帰って実感しています。

・自衛隊のある町、港のある町としてもっと活用すべきと感じました。

・各公民館ででもやると集まり易いですが、事務局は大変ですね。

・今後もできれば継続してこの様な有意義な会合がもてればと思いました。

・移住者や大学生・高校生との意見交流会を引き続き行う事が大切。

・今まで高校生とのワールドカフェなどを通じて問題点など感じてはいたが、移住者の方の

　生の声は、U・Iターンに関して実際に向き合わなければならない問題なので、それが

　聞けたのは良かった。

・島大生も様々な地域から来ているし、一生懸命話を聞いてくれたり、意見を言ったり

　していて良かった。

・転勤族の話を聞く良い機会だった。

・Iターンの不安・心配を払拭する手段が必要であると感じた。


